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まちの話題／各集落敬老会ほか

長雲通信

公共事業入札の公表

お知らせ　ほか

玉黄金／集落の風景

　10月号の主な内容

敬老会並びに十五夜豊年相撲大会

～大勝集落～

September



広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

泥
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

8/19

 （日）

　

田
袋
が
広
が
る
龍
郷
町
秋
名
集
落
で
19
日
、
泥
ん

こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
秋
名
・
幾
里
青
年
団
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
田

ん
ぼ
で
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
白
熱
し
た
試
合
で

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
田
ん
ぼ
フ
ラ
ッ
グ
」
も
行
わ
れ
、
多
く

の
人
々
が
泥
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。　

町
議
会
議
員
決
ま
る

8/28

 （火）

　

８
月
26
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
当
選
し
た
10
名
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
当
選
者
は
引
き
締
ま
っ
た

面
持
ち
で
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

窪
田
圭
喜　

田
畑
浩　

岩
﨑
晴
海　

德
永
義
郎

　

前
田
豊
成　

伊
勢
勝
義　

平
岡
馨　

碩
龍
弘

　

中
原
正
栄　

碇
山
幾
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
）

参
加
者
に
記
念
品
贈
る

8/22

 （水）

　

奄
美
の
暮
ら
し
や
自
然
、
文
化
な
ど
を
体
験
で
き

る
「
あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
２
０
１
２
夏
」（
奄
美
群

島
観
光
物
産
協
会
主
催
）
の
予
約
者
の
累
計
が
千
人

を
突
破
し
、
22
日
に
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
戸
口
の
「
肥
後
染
色
」
で
泥
染
め
体

験
に
参
加
し
た
家
族
に
、
奄
美
群
島
の
特
産
品
の
詰

め
合
わ
せ
「
奄
美
群
島
の
い
い
も
の
」
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。



３　広報たつごう

9/9

（日）

各
集
落
で
敬
老
会
開
催

　

敬
老
の
日
を
前
に
各
集
落
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
９
日
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で

敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
勝
集
落
で
は
、
敬
老
会
並
び
に
十
五
夜
豊
年
相

撲
大
会
が
行
わ
れ
子
ど
も
達
か
ら
一
般
ま
で
の
取
組

が
あ
り
、
取
組
ご
と
に
敬
老
者
の
み
な
さ
ん
や
会
場

か
ら
大
き
な
笑
い
声
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

堆
肥
散
布
機
を
導
入

9/11

 （火）

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
の
労
力
の
軽
減
な
ど
を
目
的
に

導
入
し
た
堆
肥
散
布
機
の
操
作
講
習
を
兼
ね
た
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
浦
の
農
協
選
果
場
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
散
布
機
の
導
入
で
、
堆
肥
散
布
面
積
の

拡
大
に
よ
る
地
力
の
向
上
、
単
収
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
散
布
機
を
大
勝
地
区
さ
と
う
き
び

受
託
組
合
に
貸
し
出
し
、
組
合
で
は
機
械
の
管
理
と

農
家
の
堆
肥
散
布
作
業
を
有
料
で
請
け
負
い
ま
す
。

　

散
布
作
業
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
電
話
（
55
）

４
０
１
０　

大
勝
地
区
さ
と
う
き
び
受
託
組
合
・
牧

野
さ
ん
ま
で
。
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広報たつごう　６

長
雲
通
信

第 65 回
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
緊
急
用
充
電
器
の
お
話
」
奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

皆
さ
ま　

そ
ろ
そ
ろ
秋
の
豪
雨
に
注

意
し
た
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

先
日
の
台
風
１
５
号
で
も
風
や
塩
や
雨

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
停
電
や
電
話

不
通
も
続
い
た
場
所
も
あ
る
よ
う
で

す
。
観
察
の
森
も
電
気
が
５
日
間
、
電

話
が
10
日
間
止
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
て
い
ろ
ん
な
不
安
な
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
こ
の
頃
で
す
が
、
物
事
に
は
優
先

順
位
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
然

災
害
で
も
そ
の
地
域
で
は
何
を
優
先
し

て
対
策
す
る
か
、
と
い
う
順
番
付
け
み

た
い
な
考
え
方
で
す
。
龍
郷
町
は
毎
年

起
き
て
い
る
豪
雨
、台
風
が
優
先
さ
れ
、

次
に
想
定
さ
れ
る
の
が
津
波
、
地
震
等

の
順
番
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た

そ
れ
ら
に
伴
う
被
害
や
困
り
ご
と
に
も

共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
停
電　

②
家
屋
浸
水　

③
道
路
不
通

④
電
話
不
通　

⑤
物
流
停
止　

⑥
田
畑

被
害
（
塩
、
風
）　

⑦
船
舶
被
害　

⑧

事
業
施
設
被
害
等　

※
道
路
冠
水
や
河

川
氾
濫
な
ど
に
よ
る
被
害

　

今
回
の
台
風
の
後
も
良
く
聞
か
れ
た
の

が
、
電
気
さ
え
通
じ
て
い
れ
ば
・
・

　

冷
蔵
庫
や
照
明
、
調
理
器
具
、
冷
暖
房

も
電
気
製
品
が
多
い
昨
今
で
す
。
災
害
復

旧
工
事
も
多
く
行
わ
れ
、
お
お
よ
そ
の
道

路
で
通
行
で
き
ま
す
。
前
記
の
災
害
も
１

日
～
３
日
が
我
慢
の
し
ど
こ
ろ
で
す
が
、

電
気
さ
え
あ
れ
ば
・
・
・
ど
れ
ほ
ど
違
う

か
と
い
う
感
じ
が
強
く
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
的
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
を

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
１
）太
陽
光
・・・
晴
れ
た
昼
間
に
は
有
効
、

動
か
な
い
の
で
壊
れ
に
く
い

（
２
）
風
力
・
・
・
昼
夜
を
問
わ
ず
風
が

あ
れ
ば
使
え
る
（
壊
れ
る
事
も
あ
る
）

（
３
）
水
力
・
・
・
い
つ
も
流
れ
る
川
が

あ
れ
ば
使
え
る
（
壊
れ
る
事
も
あ
る
）

（
４
）
波
力
・
・
・
波
が
あ
る
海
岸
で
使

え
る
（
壊
れ
る
事
も
あ
る
）

※
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
安
定
し
に
く
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

※
大
き
な
自
然
発
電
を
し
て
も
送
電
線
が

切
れ
た
ら
停
電
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
単
独
回
線
と
系
統
連
結

（
電
力
会
社
と
繋
ぐ
）
が
で
き
ま
す
。

停
電
は
原
因
が
電
線
や
電
柱
が
多
い

為
、
系
統
連
結
の
場
合
に
は
発
電
が
止

ま
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
使
え
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
番
良
さ
そ
う

な
の
は
太
陽
光
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
夜

は
使
え
ま
せ
ん
ね
。
で
も
不
安
を
少
な

く
す
る
だ
け
の
照
明
な
ら
少
し
の
充
電

器
で
も
相
当
長
く
明
か
り
を
付
け
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
充
電
器
の
技
術
も
あ
る
程
度

進
ん
で
い
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

無
く
て
も
通
常
の
１
０
０
ｖ
で
充
電
し

て
停
電
に
備
え
る
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。（
←
私
の
お
勧
め
で
す
）

　

さ
あ
皆
さ
ん
今
年
の
秋
も
工
夫
で
乗

り
切
っ
て
今
年
こ
そ
明
る
い
年
末
年
始

を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ち
ょ
っ

と
気
が
早
か
っ
た
か
な
？
）

↑
風
力
発
電
機



７　広報たつごう

公共事業入札の公表
平成 24年 6月



広報たつごう　８

　平成２４年度宝くじ助成事業（コミュニティ助成事業）を利用して、大勝集落では、テント・机・
レーザープリンタ・回転式ホワイトボード・空調設備・放送施設整備の備品を整備し、川内集落
では、テント・イス・机・イス台車・業務用掃除機・ＤＶＤカラオケシステム・空調設備をそれ
ぞれ整備しました。
　今回整備を行った両集落においては、コミュニティの拠点である公民館の便品が充実したこと
から、集落の会合・行事への利用、また地区住民における公民館利用が活発化することが期待さ
れ、地域の活性化向上につながっていくものと思われます。

宝くじ助成事業で公民館備品等を完備

　アマミノクロウサギは、世界中で奄美大島と徳之島の森だけに生息している、とても希少な動物です。
　しかし一方で、毎年多くの個体が交通事故で死亡しているという悲しい現実もあります。
　「森のたから」をまもるため、ゆっくり走ってくりんしょれ～！

☆毎年９月～ 12 月頃に事故発生数が増加します。
☆アマミノクロウサギが活動する夜間は注意し、
　特に林道では 20km/h 以下の運転をお願いし
　ます。
☆龍郷町はアマミノクロウサギの生息域が狭く、
　個体数も少なくなっています。
☆地図の要注意区間では、特に注意して下さい。

※ケガをしていたり、死んでいるアマミノクロ
ウサギを発見したら、ご連絡をお願いします。

　《環境省奄美野生生物保護センター》 
　℡：55-8620



９　広報たつごう

■
場
所

　

鹿
児
島
市
山
下
町
17
番
12
号

　

鹿
児
島
公
証
人
合
同
役
場

　

（
０
９
９-

２
２
２-

２
８
１
７
）

■
日
時

　

１
日
目　

平
成
24
年
10
月
６
日
（
土
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

　

２
日
目　

平
成
24
年
10
月
７
日
（
日
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

　

※
予
約
制
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
事
項　

公
証
事
務
全
般

　

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
売
買
・
消
費
貸

◆
無
料
公
証
相
談
所
開
設
に
つ
い

　

て
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対

策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

■
販
売
期
間

　

９
月
24
日
（
月
）
～
10
月
12
日
（
金
）

■
抽
選
日　

10
月
19
日
（
金
）

■
当
選
金

１
等　

３
億
３
千
万
×
13
本

前
後
賞　

３
千
万

２
等　

１
千
万
円
×
１
３
０
本

３
等　

１
０
０
万
円
×
１
、３
０
０
本
な
ど

◆
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

　

発
売
さ
れ
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆

様
に
「
災
害
特
別
措
置
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、
お
申
込

に
関
す
る
ご
相
談
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
鹿
児
島
支
店
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

・
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡　

０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ

　
　
　

ダ
イ
ヤ
ル
）

・
鹿
児
島
支
店

　

℡　

０
９
９
‐
２
２
４
‐
１
２
４
２

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
融
資
額

　

学
生
・
生
徒
お
１
人
に
つ
き
３
０
０
万
円

　

以
内

■
利
率　

年
２
・
６
５
％
（
母
子
家
庭
は
年

　

２
・
２
５
％
）

　
（
平
成
24
年
８
月
10
日
現
在
）

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

借
・
賃
貸
借
・
債
務
弁
済
・
離
婚
給
付
等

　

の
各
種
契
約
・
私
署
証
書
認
証
・
会
社
の

　

定
款
認
証
・
確
定
日
付
の
付
与
等

■
相
談
員　

公
証
人

■
日
本
公
証
人
連
合
会
に
よ
る
電
話
相
談

・
実
施
期
間

　

平
成
24
年
９
月
28
日
（
金
）
か
ら

　

平
成
24
年
10
月
７
日
（
日
）
ま
で

　

（
期
間
中
土
曜
・
日
曜
含
む
）

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

・
電
話
番
号

　

０
３
‐
３
５
０
２
‐
８
２
３
９

・
お
問
合
わ
せ
先

　

日
本
公
証
人
連
合
会　

東
京
公
証
人
会

　

℡　

０
３
‐
３
５
０
２
‐
８
０
５
０

※
な
お
、
左
記
公
証
役
場
に
お
い
て
随
時
皆

様
の
公
証
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

・
名
瀬
公
証
役
場

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
12
番
22
‐
２
０
１
号

　

℡　

０
９
９
７
‐
５
２
‐
２
６
６
１

龍郷町の人口
平成24年 8月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

3,000

6,199
　
2,983

3,216

-4
　
-7

+2

-9



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
8
月
届
出
】

丸
田　

陽ひ
な愛

竹
田　

葵あい
は羽

前
田　

広ひろ
と翔

  

榮　

  

結ゆ
あ愛

  

朝　

  

蒼
そ
う
へ
い平

池
岡　

薫
か
お
る

安
木
屋
場

玉
里

上
戸
口

中
勝

大
勝

屋
入

保
護
者
名

里
美

義
史

末
広

純
市
郎

兼
一

啓
一

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
大
勝
の
宮
ノ
原
一
利
さ
ん
か
ら
、
父　

宮
ノ
原

彦
輝
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
千
葉
市
の
碇
山
隆
宏
さ
ん
か
ら
、
母　

碇
山
ト

シ
エ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
瀬
留
の
惠
島
廣
光
さ
ん
か
ら
、
母　

惠
島
ハ
ツ

エ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

広報たつごう　１０

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

　

総
務
省
の
行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
行
政
な
ど

に
関
す
る
苦
情
、
相
談
、
要
望
な
ど
を
受
付
け
て
、

公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
関
係
機
関
に
斡
旋
を
行

い
、
行
政
の
制
度
・
運
営
の
改
善
を
図
る
も
の
で

す
。

　

相
談
は
、
日
々
受
付
け
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

は
10
月
15
日
（
月
）
～
21
日
（
日
）
ま
で
を
行
政

相
談
週
間
と
定
め
、
広
報
活
動
や
各
種
団
体
と
の

懇
談
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
重
田
シ
オ
リ
さ
ん

（
戸
口
）
で
す
。
毎
月
１
回
各
集
落
を
巡
回
し
て

相
談
を
受
付
け
る
ほ
か
、
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
「
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に

相
談
・
要
望
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
お
困
り
の
方

は
、
一
度
行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

※
巡
回
相
談
の
日
程
は
、
毎
月
防
災
行
政
無
線
に

　

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
行
政
相
談
委
員
】

　

重
田　

シ
オ
リ　

62
‐
２
１
１
３

◆
10
月
15
日
～
21
日
は

　
　
　
　
　
　

行
政
相
談
週
間

【
8
月
届
出
】

岩
崎　

シ
ヅ
ヱ

保
村　

靜
枝

東
郷　

隆
治

宮
ノ
原　

彦
輝

岩
崎　

敏

惠
島　

ハ
ツ
エ

平
島　

万か
ず
こ子

  

里　

  

藤
ヨ

成
海　

好
雄

（
90
）

（
86
）

（
88
）

（
77
）

（
88
）

（
92
）

（
71
）

（
99
）

（
73
）

久
場

中
戸
口

嘉
渡

上
戸
口

玉
里

愛
寿
園

瀬
留

愛
寿
園

秋
名

・
鹿
児
島
市
の
里
豊
安
さ
ん
か
ら
、
母　

里
藤
ヨ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
平
島
健
一
郎
さ
ん
か
ら
、
母　

平
島

万
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
瀬
留
老
人
ク
ラ

ブ
に
金
一
封
。

・
成
海
廣
義
さ
ん
か
ら
、
弟　

成
海
好
雄
さ
ん
の

香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
集
落
、
幾
里
集
落
、
幾

里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

・
龍
郷
の
荒
垣
哲
郎
さ
ん
か
ら
、
母　

荒
垣
桃
枝

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
龍
郷
集
落
、
龍
郷
老

友
会
に
金
一
封
。

・
秋
名
の
肥
後
イ
サ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

肥
後
一

俊
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ
保

存
会
に
金
一
封
。

広 

報 

送 

付 

お 

礼

・
神
奈
川
県
の
迫
田
富
朗
さ
ん
か
ら
金
一
封
。

◆
毎
年
10
月
は

　
　
　
　

「
土
地
月
間
」
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
は
契

約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
土
地
の
所

在
す
る
市
町
村
役
場
の
国
土
利
用
計
画
担
当
窓
口

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
事
後
届
出
制
】

○
届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
）

○
届
出
に
必
要
な
土
地
取
引　

売
買
、
交
換
、
営

　

業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物　

弁
済
、
地
上
権
・

　

賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡

○
土
地
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

ア　

市
街
化
区
域　

　
　

２
千
㎡
以
上

イ　

ア
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　

５
千
㎡
以
上

ウ　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　

１
万
㎡
以
上

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る

と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

役
場
土
地
対
策
課

　

℡　

62-

３
１
１
１　
（
内
１
４
７
）

県
庁
地
域
政
策
課
土
地
対
策
係

　

℡　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５
２
９　

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。



１１　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（木）乳児健診・ＢＣＧ予防接種 12：30～ どぅくさや館
５（金）キッズクラブ 10：00～ 〃

９（火）
じゃがいも会 13：30～ 〃
元気はつらつ教室 13：30～ 〃

11（木）歯科健診 13：00～ 〃
17（水）在宅介護家族会の集い 15：10～ 中央公民館第 2研修室
18（木）じゃがいも会 13：30～ どぅくさや館
21（日）町民体育大会 町中央グラウンド
25（木）３歳児健診 12：30～ どぅくさや館
26（金）キッズクラブ 10：00～ 〃

10 月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10 月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合もありますので、あらかじめご確認ください。



広報たつごう　１２

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
三
回

「
戸
口
集
落
」

　

下
戸
口
集
落（
方
言
名
：
て
ぃ
ん
ご
）・

中
戸
口
集
落
（
方
言
名
：
な
か
ほ
う
）・

上
戸
口
集
落
（
方
言
名
：
う
ち
ぶ
く
ろ
）

の
三
集
落
を
併
せ
て
「
戸
口
」
と
呼
ん

で
お
り
、
そ
の
由
来
は
、
海
か
ら
の
入

口
で
あ
る
と
い
う
意
味
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
戸
口
の
人
は
気
性
が
荒
い
と

か
、粗
野
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら「
ト

グ
チ
ヤ
バ
ン
」
と
い
う
呼
び
名
で
他
の

シ
マ
ジ
マ
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
戸

口
の
人
々
が
使
う
場
合
は「
質
実
剛
健
」

と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
由
来
は
、
昔
、
浦
集
落
の
浜

で
戸
口
の
牛
と
赤
尾
木
の
牛
が
闘
牛
を

し
て
、
戸
口
の
牛
が
負
け
た
時
に
、
勝

ち
誇
る
赤
尾
木
の
人
々
と
ケ
ン
カ
に
な

り
、
追
い
返
し
た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

戸
口
に
は
壇
ノ
浦
で
源
氏
に
敗
れ
落

ち
の
び
た
平
家
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
多

く
残
っ
て
お
り
、
中
で
も
、
平
行
盛
を

祭
っ
た
テ
ィ
ラ
ヤ
マ
の
「
行
盛
神
社
」

や
、
海
を
一
望
で
き
る
小
高
い
丘
で
、

か
つ
て
平
家
が
城
を
築
い
た
と
言
わ
れ

る
「
ヒ
ラ
キ
ヤ
マ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

元
々
、「
行
盛
神
社
」
は
、
こ
の
「
ヒ

ラ
キ
ヤ
マ
」
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

戸
口
の
湊
に
出
入
り
す
る
船
や
、
沖
合

い
を
航
行
す
る
船
の
難
破
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
平
家
一
族
の
た
た
り
だ
と
恐

れ
ら
れ
、
海
の
見
え
な
い
現
在
の
場
所

に
移
設
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

戸
口
集
落
か
ら
は
、
奄
美
初
の
参
議

院
議
員
で
、
郷
土
の
復
帰
・
復
興
に
尽

力
さ
れ
た
「
川
上
嘉
氏
」
や
、
日
教
組

委
員
長
、
参
議
院
議
員
を
歴
任
し
、
奄

振
法
改
正
や
延
長
に
心
血
を
注
い
だ

「
宮
之
原
貞
光
氏
」
の
二
人
の
名
誉
町

民
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

６４２人　
２７６世帯

平成２４年 8 月末

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

９
月
生
ま
れ 東　龍生

ひがし　  るい

Ｈ２３. ９. ５　生

父 和馬　母 いずみ　中勝

くん

行盛神社

城崎　結仁
しろさき　 ゆいと

Ｈ２３. ９. １４　生

父 孝至　母 照美　中勝

くん

福山　幸花
ふくやま　 こはな

Ｈ２３. ９. ９　生

父 学　母 亜希奈　下戸口

ちゃん

山田　璃葵
やまだ　　　りあ

Ｈ２３. ９. ２３　生

父 弘樹　母 政美　中勝

くん


